
 

 

 

 

 

 

～シニアクラブ牧之原 勝間田地区連合会～ 

《慨況》 

 

1.事業の目的 

  （1）勝間田地区連合会は、牧之原市の中で旧榛原町内の勝間田地区と牧之原地区を範囲として 5 単クで構

成され会員数 185 名である。当地区も御多分に漏れず、会員の高齢化と会員数・クラブ数の減少に悩

まされている。活動を活性化し、地域にとってのクラブの存在感を高める方策としてクラブの体力強

化の必要性を感じた。 

（2）平成 30 年、クラブ内女性会員の中で自然発生的に生まれたハンドベルの活動は、その年度末に開催し

た地区連合会芸能発表会での練習成果の披露は好評を得、令和元年にはグループの参加希望者が 46名

に増えた。 

（3）この活動を中心にクラブの体力強化（加入促進）を行い、地域再生（安心・安全ネットワークの構築）

を行っていこうと今年度の県・市町連携事業に応募した。 

2.事業概要 

（1）活動の内容（令和元年 11月～令和 2 年 3月） 

   正式にハンドベル愛好会「美鈴の会」を立ち上げ。定期的に練習を行い演奏技術の向上と会員同士の

親睦を図る。併せて、日常生活情報（健康管理、消費者被害防止、交通安全、防犯情報等）を交換し

地域へ持ち帰る。 

（2）令和 2年 1月 29日 勝間田小学校低学年児童との演奏交流会の開催 

   令和 2年 2 月  7日  特別養護老人ホーム「グレイス」での慰問演奏会を開催 

 

《成果》 

 

1.会員相互の絆づくり 

 ハンドベルの愛好会を立ち上げたことで、会員相互の信頼関係がさらに強まった。 

2.クラブの体力強化 

 会員の高齢化、会員の減少に対しての確たる対策が見えない中で、自発的に生まれた趣味の会「美鈴の会」

による仲間づくりの強化は、一つの光明である。 

3.地域社会貢献活動 

 シニアクラブ活動による地域再生を今回事業の 1 つの目標としたことで、会員の中に活動が自分自身だ

けでなく地域社会への貢献となるものとの認識が強まった。 

4.人材の発掘 

 今回の事業でキーとなったのは、指導力豊かな演奏指導者が近隣地区におられたことであり、クラブから

の指導依頼を快諾していただけたことが大きい。 

 

《今後の方針》 

 

・成果にも上げた通り、事業ではいくつか得るところがあり、確実にクラブの活性化と会員の活動に対する

意識の向上が伺える。今後、一歩踏み出してより地域への貢献・繋がりを深める活動を続けていきたい。 

・「美鈴の会」の活動に限らず、地域の人的資源を活かすことは地域との連携を深める良い手立てで今後、

地域の人的資源をクラブ内外から発掘し、活動の活性化に繋げていければと思う。 

 

 

シニアクラブ牧之原 

○総人口 45,818人   ○65歳以上人口 13,895人   ○高齢化率 30.3％ 

○シニアクラブ会員数 1,455人        ○シニアクラブ加入率   10.4％ 

 



【活動の様子】 

 「美鈴の会」の立ち上げ 

    



   



活動の様子 

  勝間田小学校児童との演奏交流会        特別養護老人ホーム「グレイス」での慰問演奏 

   

 

 

 

 

                         定期的な練習風景 

   


